
難な波獣禰曲構琶を示している爲，炭暦は敷回反覆して

i現2）れる筈であるが，福壽坑（山丈92cnl炭丈65cm）新

・坑（山丈135cmフ炭丈100cm）を除いてほ非常に貧弱で

．殆んど認鞘撤畷合が多％爾航に於ても200mと

，漣綾を澱想することは困難である。奮坑に於ては嘗て炭

丈2m以上の露頭があつたといわれているが，小量の露
ぺ

天掘によら炭暦は殆んど浩滅し現在はその痕跡を留める

侭邉ぎない。淡暦の上盤・下盤は共に軟質友色泥岩で炭

暦力鱒軋てい硝は眞の上盤●下盤9識別蝶しい・・

〔炭質！本炭は漆黒色輝炭の良質部と黒色暗炭或は粗

悪質縞状の部分が不規則な暦歌叉はレンズ歌をなして混

つゼいる。家表は露頭より採取した炭丈亭均試料の工業

分析の結果で，叢熱量の罫ひさは褐炭に圏するが水分が少

く且つ燃料比が1・3となつて居る黙より低度濾青炭に驕

すると考える方寮愛當であるo、，1　　　　、　．　，

第4表，北海道穗別炭田穗別地匠石炭分析表　　昭和23年12且11日　　地質調査所分析

、No，1操取個所 i泉爾％i轡酬藤鞭衰繭癒繭癖聯憲．

1騰異滋銭ilii量　li聡属「野鎌珪1ユ．32

〔炭量〕推定及び豫想理論炭量は10萬t程度で僅少で

ある。げ

5。結　 論

　1。・當地庭は地形が緩かで，’交通・蓮搬の便、も割合に

腕良好であるが・埋藏量が嘩少で渥暦の膨縮尖滅ガ著しく・一、

且複難な糟曲構造を形成している爲あ∫現獣宅は企業化・』

　　　　　じは極めて困難と思われる。『

2。　本炭暦は局部白勺にはレンズ1伏に相嘗厚く叢達する

可能性が為わ・地匠外に於ても小規陣な一時的探掘の可

能な場合は考えられるが，本炭暦め延長部に於て大露頭

が叢見されたとじても愼重な調査が必要である。　1

3。本地匿の繕曲構造，蜥麿の性質に關しては更に検

討吟昧する必要があ’る。

553．94・：550．8（。524） 葎

天北炭田オンネナイ地国調査鼻一

・L　　青柳信義幣
／

R6SUm6

Geological　Surveジof　th60nnenai

　　・District　in　Tempoku

　　Coal　FieldシHokkaid6．一ト　・

by・Nob血yoミhi　Aoya瓢

　　The　Onnenai　district　lies　on　the　eastern　slope

　　o釜the　ridge，which　forms　the　boundarゾof

　　Kfねm呈，andTe曲i・pr・vinc6・Fieldsufゆwas

　　perfgrmed　in　Semptember工948，　using　the

　　t6po9「多嘩aヱ蜘q：5¢090in聯1e）・S5y＆，

　　coa1・beεぼing　bed　d圭stributed　in　the　n6rth
、　　　　　，

　　westempartofthisdi＄trict，whereasmaU

　　馨炭田調査速報

　　馨馨燃料部

anticlinal　and　sync畳inal　structure』are　shown．

This　bed　occurs　three　workable』coa1εeams．．

（2．00卑，1．90m，7．16m，in　me第n　thickpess　with。

ou、t　parting），The　writer　estimates　the　co我1

reserVes　here・bo霧h　workab1β・，and　probable，

about　4，700．000，　tons．

1。1緒　 蓄

蟄昭和23年9月九州鑛山株式會融の依頼によつて，天北

炭田オンネナイ地匠の受託調査を行6た。

　　　　　ヂ初め同肚筋有鑛匠の地形測量及び地質調査を行うよう

に申謝れたが談接す礒茅難音B纏の野外作業を

終了した測量班は，嘩に現地を引車げた後で，地形測量

は行われなかつた。

從つて，調査地匿の六部分4よ，地理調査所護行の5蔑

分9一地形圏を使用する外なかつ孝6

地形圖が不完全なのと，’緩い起伏に富む山地には，熊
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＼　　笹魑密生し，叉落差の少い各澤は沖積暦に覆われて．岩

　　暦の露出状況が頗る悪く，所期の効果を上げる事ができ

　　なかつたが，本地匿の地質の概略と1淡暦の賦存歌況を’

　，覗う事ができたので，其の結果を取纏めて調査速報とす　『

　　『るo
　　！　　P
　　　　　　　2。調査自的’
　　　本地逼1では・從卒炭Z澤，Pオンネナイ澤・ポロナイ澤

　　に歩暦が露出し，各炭暦共に稼行に値するものである事

　　は知られ丁いたが・炭層の全貌を明らかにずる迄には至

　　一つていなかつたo

　　　それ故，此度は鑛匿内の地形測量を行い，精確な地形・

　　圖によ為地質調査によつて，炭暦の賦存状況を明らかに

　　し，開叢の基礎資斜作威を目的とした。

　　・地匿の北西部炭ノ澤附近に就いては，略この目的を蓬

　　『したが・他の部分に就いてぐま・前述の如も測量も御）

　　れず・詳細未知の儘i残ざれる事となつたのは遺憾であ　、，

　　　　　　　　　　　　嫁　　る0
　　　　　3．調査期問及び調査斑の隔成　』、

　　　　〔調査期問〕

　　　　　自日召禾目23年9月11日

　　　　　至同年9月2硝，』1q日1駐

　　　　　躍査曝　 、、・8日問

　　　　〔調査班の編成〕’一

　　　　　地質調査　石淡課青柳信義
　　　　　地形測量　測圖課　茅出秀夫，佐藤純註，石川

　　　　　　　　　　　和正・
4．位置及び交逼

オンネナイ地匠は北海道宗谷郡猿彿村上猿携地内にあ

つて・天北炭田の中部纈こ屍恥

北見線淺茅野騨より，’淺茅野炭囑幽元に至るトラック

道路に滑い約16kmの所に，上猿携騨逓所が在る。調査

地は此の北方に撞が餌其の面積は組5km2である。．

調査地域内1こは下記鑛冨がある。　』

鑛匿番號

試登第5859號』

試登第5856號
試登第5854號
試登第．5855號

試登第5857號
試登第5858號

鑛匿面積（坪）

201，000
846，000
970乳000

100Q，000
1000，000
1000，000

8

本地囲は交通蓮搬共に不便である。

交通路としてジ淺茅野騨より調査地匿の南縁を通過し，

北海道鑛山淺茅野炭震山元迄通ずる村道があるに過ぎな

い。從來淺茅野炭彊は本道路を唯一の輸逡路としてデト

ラツクを通じて來たが，路盤軟弱で融曇期や降雨期には，

馬車も通過至難な箇所を生じて，トラックの蓮行を休止

する事が屡々あるq

淡暦の露頭は，調査地域の北西部に偏して存在し，そ

の大部分は，トラツク道路から更に十五編澤を約5むk盆

遡つた炭ノ澤を中心として散在するげ

　　　　　5．地、・形
調査地域は双見山（標高238m〉を最高とする比高100m

内外の丘陵性山地である。双見山を中必として略南北に・

i連なる陵線に源を稜して東流するオγネナイ澤・三上1澤・

金争澤及び地域り西縁を劃しρつ南流する十五線澤等が　，

本地域の主な河流である。此等は何れも地域の南縁を北

i東流する石炭別川に舗するo

　上述の各澤は落差少く，甚潭しく蛇行し，各の流域に

は惚較的贋い沖積原を生じ，澤口附近に灘地辮を形成す

るのが：普通であるo

　從つて炭暦の露頭の見られるのは澤の．ヒ流の傾斜の急

になる所やゴ陵線の近くに限られる0

　　　　　6．地　　質
　調査地誠内に叢蓬する地暦は，白垂紀暦，宗谷爽炭暦

鬼憲別暦及び各澤の流域に叢達する沖積暦であるo閣’

　白璽紀暦は宗谷爽炭暦の基盤をなし，調査地域の殆ん肖

ど大牛を占め，オソネナイ澤及び双見澤奪結ぶ線の南方

に廣く1鍵する。，　　一．、一
　本暦は主として泥岩，砂岩よわな鉱時に砂質泥岩・

礫質砂暴礫岩を挾有する。

　泥岩は概して瓢友色，時に幣緑荻色乃至幣青友色を呈

　　　　　　　　　　r・し，不規則な裂理に富む。　　　，

　・砂岩は懲線次色の細粒乃至中粒り岩石で，他地域嬉見

られるものと同様に緑色叉は紅褐色の砂粒が散黙する。　・

礫質砂岩及び礫岩は比較的本暦の上位に見られ共に古期，

岩石を礫とし，礫質砂岩の場合には米粒大乃至小豆粒大

＼の小礫が散在ずる。　’

　宗谷來炭層と基盤の白璽紀暦露の關係は明らかにする

事ができなかつたカ1，オンネナイ澤附近を除き』他は断

層で境されるものと考えられる6更に今後の精査によつ

て，瀦の關係を確認する必要があるず

　宗谷來淡暦は主としセ泥岩よりな外砂揖・凝葎質頁

岩，砂質泥岩等を挾む。

　本暦は地匠内に於て稼行可能な炭暦4暦を有レてめる0　　！

　鬼志別暦は宗谷來炭暦を不整倉に被覆し，地域内では

炭ノ澤の北西方に陛か匠見られ，幣青次色の細粒砂岩及

ぴ砂質泥岩よりなる。淡ノ澤婚於ける不整含確認黙附近』

では，介化石及ぴ小短研状の石炭の砕片が認められる◎

　宗谷爽炭暦の構造
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　　　　　」　、　　　　　　　　　　　　オンネナイ沢

強，＿

》
一リマ

　至浅矛野灰砿り　　　　　そ》　・

　　匡蓼醗“刎Eヨz，
　　鬼志別層　宗谷來炭層白垂紀層　　不整合罧　　断　　層

L＿
　　　第1圖　天北炭田オソネナイ地逼地質圖

　本暦は炭ノ澤以北では，．概ね南北の走向をとつて鍵．

し，炭ノ澤以南では次第に嘔］SWの牽向を示しつつ・

淺茅野北部地匿に延び，同地囲に認められる向斜構蓬の

東翼を形成する。．本暦は炭ノ澤附近で更に概ねN－S方

向φ軸を有す之」背斜乳一向斜構造をなす。

　之等を夫愛炭ノ澤背斜及び炭ノ澤向斜と骸樗するgオ

ンネナイ澤及ぴポロナイ澤に見られる露頭①及び②も本

淡暦に厩するものであるが・炭ノ澤師の蝦暦と構遭

上どんな關係にあるかは，調査不充分のため明らかにで『

きなかつたが，、恐らく炭オ澤附近に稜達するものと共に

背斜構造をなすものと考える。然し確かなことは今後の

萄精査を侯つタトない。

　淡ノ澤背斜の西側では傾斜は比較的急で，w50。～70。

で姦り，炭ノ澤背斜僻東側（炭ノ澤殉斜の西翼）では，

傾斜はE450内外で，淡ノ澤向斜の東翼では，傾斜は概

ねw400であるo
　オンネナイ澤及びポロナイ澤の炭暦露頭は共にN80。

wの走向を有しているのを認めたが，、爾露頭共澤の泥水「

中に存し・ま癒適地に炭暦を追跡する時日なぐ・詳細不。

明のまま，現地を引上げ，其の叢蓬状況，構邉等を明ら

かにすることができなかつた。然し比較的淡質良好な流

炭が存在する事から察して，今後の調査によつて，稼行

に堪える未知：炭暦が更に叢見される事を確信するo

　　　　　　7．石　　　：炭

　〔賦存状況！炭ノ澤を中画に蓬する爽炭暦億東西1！2

km蝕南北3kmに亘つて分布し，當地域では400m内外の

暦厚を有するo　’　　、　彦　　　、　　　　．　　　’

　　　　　　　　　ち　主要濠暦、として認められたものは4層で・上位のもの

か昏10尺暦，8尺暦，4尺暦，40尺麿と假構ずる。一炭〆
　ロコ

澤向斜は底部淺く・最下位の40尺麟の場合でも’銚永準’．

（海水準70mを以て常地麗ρ排水準とむた）以下100n1

，に蓬しないと考えられる・御て上位の10尺鳳8服

・は勿論4尺暦も「部は浸蝕されているものの如ぐ，1今家

調査把際してこれ等各炭暦の露騨でヂ向科盆地内に認め

る事ができたものは，4尺暦に屡すると考えられるもの，

5箇所に過ぎない。

　炭ノ澤背斜の西翼では各暦共に走尚延長に良く連績す

るものと考えられるが，4尺暦について確認じた露頭は

1箇勝に過ぎない。

　各淡暦の暦間距離，暦厚等に就いては別紙炭柱圖を参

照されたい。
し

　〔炭質〕，炭極は黒褐；炭に属するo

　炭ノ澤背斜及び炭ノ澤向斜の各翼に襲蓮する40尺暦の

炭質に就いて・其の攣化の有様津見ると，背斜の西翼に

當るものは炭質最も良く，向斜の東翼に當るものは炭暦．

り厚さが・蝕り攣化し准いに拘らず，炭質は精低下して

炭質頁岩が多くなる事峠稼行値際して一考を要するσ

　40尺暦露頭炭の分析結果は爽の通Oである。

塑多 麓幽麹陛讐騨％隆藝量
幽亜63匪書2座631．醸r廟鴫

　　　　　　　（地質調査所　分析試験課分析）

　〔炭量〕海水準70mを以て本地域の排水準としチ比重

L35とし各炭署の炭量を鑛麗巾のみ計算すれぼ・下表の

蓮りである。筒計算に用いた各暦の暦厚は次の表の通り

である。

　　炭層各！・・尽魁8壷速劇『亜略』

囎の隣（m）・13・7「λ42L・1，・a54
炭’一丈（m）12』・・い・9・似75乞・6

40尺暦の炭ノ澤向斜の東西爾翼に當囑部分は炭質に攣

イヒが多いため，、また4尺暦は暦厚1梢薄きに失するため淡

量は計上しなかつた。

　　　　　　炭暦別炭量表　　，、　’
　　　　　　推定炭量てtプ…一

＿三凝醜亘1璽欝狂二塑墨池1。

19尺層12生000ゆ08亀000レa翻
鵬1灘1膣ll器・1一…
小・』計i、 ．85璽・i、＆5阻…　i4α3・聯？

計
9，407，000 10，307，00（）

19，7工4，000
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曳

　今推定炭量に就いて，實牧率を50％とすれば，㌧蜜牧推

、定炭量糸勺470萬埴を得るo

　ノ8。稼行猿況

．本調査地旺は未稼行で，今次の調査によつて，炭暦の

賦存朕況の一部を知る事が出來たに過ぎない。更に調査

伊が進むに從つて，地腎の露出状況不良な本地置では，未

知炭暦の叢見される公算が大である。目干九州鑛出株式［

、會肚は勉匠内で最も炭響の纒つて叢達する炭ノ澤鮒近のー

炭馨を稼行饗象として開稜計書を立てて居る。

　　　　9　　　　　9．結　 論

蝦暦蝋存全域！こ亘つて蝦暦の貝武韓況が詳徳

いが，今次調査によつて知り得た炭澤附近の炭暦のみを

甥象として滝，推定實牧炭量約470萬聴，豫想炭量約1

千萬埴を見込む事が出來，充分に稼行債値がある。

　またオ1ンネナイ澤，零ロナイ澤間の來炭暦に就いて調

査が進めぱ，更に炭量は壇加するものと考える。依つて

鴬地匠の闘稜に當つては，先づ最も適切な輸邊方法を講

じて1炭ノ澤附近め淡隆を操掘すると共に，調査未了地

、域の精査を行い，未知炭暦の叢見に努力すべ．きである〇

　　　　　　　　　　　　（以上）

553乙43：550・337：622．1（52！．12）

・岩手縣和賀郡土畑鑛山電氣探鑛調査

　　　　　室住正義界』

R6SUm6

Reports　of　Electrica1’prospecting・at

Tsuじhihata　MinO，Iwate　Prefecture．

　　　by　M．MUrOZUmi．　、．

　A　sur〉ey．was　carried　out　by　nieans　of

　　　　　　　　　ゆ一
s
p ・血tane・usp・larizati6nandresistivityn蒸eth・dl

，for（1i菖cqvering　an　unk1｝own　d、eposit　on　the　’

s・“the笈npart・fShiratsuchideposits．S・me

weakln壁icatignshaveやecn‘rec・gnizedatthe・

points、of　neafly　apart40ml　soulth　and120m

、s・uth・eastfr・血、thes・u‡h・reb・dy“Shirats“

chiンl　deposits　by　S。P。me㌻hod．No　evident

indicati・n・h・wever・has貸eenablet・findby

resistivitymethつd・Fdrt再erexp1・rati・nby’c・rε

drills　w三11be　necessary。The　author　i§ready

to　point　out　the　most　su主table　spots　for　it，if

．necessary♂

婁　 約

　　土畑鑛山における黒鑛々床調牽の爲，自然電位法及び

　麹抵抗法により電氣探鑛を實施した。自恭電位法により

　白土鑛床中の南鑛騰の南約40m附近及び南東方約120m

　附近に微かな示徴を得た。比抵抗法の綜果は蝕り顯著香

　は瓶・が前者砒較して総合的に考究した結果この附撞

　に潜准鑛床を推定し得られるに至つたので之に封して更

　に探鑛を行う必要があるものと考えられる。ヒのために
＼　　　　＿ ＿＿．『＿＿　・　　＿

＿一 ＿一 ＿ ＿

　　畳．物理探鑛部　’、・

測黒i「サ34」「ス40」附近値試錐を實施して探鑛すること

が適當と題われる。

締　　言

昭和22年7月3日より8月12日に至る41日間，土畑鑛

山に於いて電氣探鑛に從事したρ蚊に其結果を報告する・

本調査では箪者の外金井光明，、本聞一郭・杉山半佑疹

電氣探鑛を，宮澤芳紀が測量を澹嘗仁た。・

1・　位置及び交通

土畑鑛燃岩手縣・鯉脚オ寸馴に在つ噸黒鞭
中川尻騨の南方約3奪叫と常る位躍にある。．陸中川尻騨と

鑛雌の間はトラツク樋鵬礁耳蟷騨樋じ又．
其途中上野々より鑛山へ峠索道を通じていて運搬は至つ

て！更利であ』る。　　　　　　　　　　　、　　　　　　』　、

　　　　2』地形・地質及び鑛床

　　　　　　　　　　　　　　心　庵
本鑛山は奥弱山脈の中央部，和賀川の南方標高260～550

mの附近に在つて，地形は可なり瞼しい。鑛山事務所と

檜ノ峠との聞には略北々西に走る山嶺があり，今回の調
▼
査
歴
域 はこの典嶺の東斜画の二部を占めている。第1圏一

第2聯に尉如く調査慰内雌葡…m劾1嚴の
略中央部を前記山嶺の支脈が西より東へ横切つておわ，

之を挾んで西より東に並走する二つの澤がある。との支

脈は東方へ略15。傾き北斜面は約35。の傾斜で60～30

m降下し，その北は澤迄の聞は極く緩かに兆及東に傾い

ている。叉南斜面は南東へ25。内外で傾斜している6・ご

の支脈の北には北東へ走る支脈があつで本調査薩域の北

西隅を過づており一，此附近は比高は約70mあ、る。

／

・52

＼

地質調査所月報 Vol.1 No.1 (1950)




